
世
界
史
に
お
け
る
旧
説
と
誤
解

厚
木
商
業
高
校
　
　
小
　
　
林
　
　
克
　
　
則

一
　
は
じ
め
に

歴
史
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
書
き
換
え
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
学
会
で
の
研

究
が
進
展
し
た
た
め
、
私
が
高
校
生
の
頃
に
習

っ
た
事
項
の
な
か
で
、
教
師
に

な

っ
て
か
ら
誤
り
と
さ
れ
た
事
項
も
多

い
。
気
を

つ
け
て
い
な
い
と
、
も
は
や

「
ウ
ソ
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
た
り
顔
で
教
え
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
例

え
ば
、
柳
条
溝
事
件
は
誤
り
で
柳
条
湖
事
件
が
正
し
い
と
さ
れ
た
し
、
直
溝
橋

事
件
は
慮
溝
橋
事
件

（七

・
七
事
件
）
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

以
下
は
、
私
が
折
に
触
れ
て
気
が
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

自
身
の

「懺
悔
録
」
で
も
あ
る
。
昔
は

「中
国
同
盟
会
」
を

「中
国
革
命
同
盟

会
」
と
し
な
け
れ
ば
、
答
案
に
×
を
つ
け
て
き
た
が
、
今
は

「革
命
」
を
つ
け

る
と

×
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
こ
れ
を
指
摘
し
た

一
九
八
六
年
に
発
行
の
小

島
晋
治
他
著

『中
国
近
現
代
史
』

（岩
波
新
書
）
の
衝
撃
は
大
き
く
、
教
科
書

も
現
在
は
す
べ
て

「中
国
同
盟
会
」
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
同
書

も
ま
だ

「
直
溝
橋
事
件
」
と
表
記
し
、
ま
た

《
第

一
次
大
戦
処
理
の
た
め
の

ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
は

一
九

一
九
年

一
月
に
開
か
れ
…
》
と
あ
る
。
こ
れ

は
も
ち
ろ
ん
現
在
は

「
パ
リ
講
和
会
議
」
で
あ
る
。

ま
た
、
昔
に
覚
え
た
こ
と
が
、
勝
手
な
思
い
込
み
だ

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
受

験
で
日
本
史
を
選
択
し
な
か

っ
た
私
は
、
「鎌
倉
時
代
は
武
士
の
時
代
」
と
思

い
込
ん
で
い
て
、
「
公
武
の
二
元
支
配
体
制
」
と

い
う
こ
と
を
知

っ
た
の
は
、

日
本
史
を
教
え
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
で
あ

つ
た
。
「
鎖
国
」
と

「鎖
国
令
」

に
つ
い
て
も
、　
一
七
世
紀
の
当
初
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
角
川
書
店
の

『
日
本
史
辞
典
』

（
一
九
七
六
）
の

「
鎖
国
」
の
項
に
は

「
一
六
三
九
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
を
禁
止
し
た
鎖
国
令
に
よ

っ
て
、
最
終
的

に
鎖
国
が
完
成
」
と
あ
る
。
こ
れ
し
か
読
ま
な
い
で
授
業
を
す
れ
ば
、
当
然
か

も
し
れ
な
い
が
。
今
で
は
、
「
鎖
国
」
の
語
は
、　
一
人
〇

一
年
長
崎
の
通
詞
で

著
名
な
蘭
学
者
で
あ

っ
た
志
筑
忠
雄
が
ケ
ン
ペ
ル
の

『日
本
誌
』
の

一
章
を
翻

訳
し
、
「鎖
国
論
」
と
題
し
た
と
き
に
始
ま
る
と
さ
れ

（
『平
凡
社
大
百
科
事
典
』

一
九
八
五
）
、
二
〇
〇
三
年
検
定
済
み
の
三
省
堂

『日
本
史
Ｂ
』
で
は
、
注
で

詳
細
に
説
明
し
、
「幕
府
に
よ
る
貿
易
独
占
な
ど
の
政
策
を
、
中
国
の
海
禁
政

策
と
共
通
し
た
も
の
と
と
ら
え
…
海
禁
体
制
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い

る
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
音
と
様
変
わ
り
で
あ
る
。

も
う

一
つ

「
貫
頭
衣
」
の
話
を
し
て
お
き
た

い
。
「
衣
を
作
る
こ
と
単
被

（ひ
と
え
の
夜
具
）

の
如
く
、
そ
の
中
央
を
穿
ち
、
頭
を
貫
き
て
之
を
衣
る
」

（魏
志
倭
人
伝
、
正
し
く
は
三
国
志
の
魏
書
の
東
夷
伝
の
倭
人
の
条
）
か
ら
、

ポ
ン
チ
ョ
型
の
衣
服
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
武
田
佐
知
子

『衣
服

で
読
み
直
す
日
本
史
』

（朝
日
新
聞
社
、　
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
、
二
枚
の
布

を
あ
わ
せ
た
つ
な
ぎ
ス
カ
ー
ト
型
で
あ

っ
た
と
い
う
。
昨
年
八
月
の
大
阪
大
学

で
の
武
田
さ
ん
の
講
演
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
織
布
技
術
で
は
、
広
い
幅
の
布
は

織
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
教
師
生
活
の
終
わ
り
近
く
に
あ
た

っ
て
、
こ
だ
わ
り
を
ま
と
め
て
ご

笑
覧
に
供
し
た
い
。
重
箱
の
隅
を

つ
つ
き
、
片
言
隻
句
を
と
り
あ
げ
る
が
、
こ

だ
わ
り
は
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
。
旧
説

と
新
説
が
せ
め
ぎ
あ

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
生
徒
に
両
説
を
示
す
こ
と
で

歴
史
の
奥
深
さ
に
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。
先
生
方
も
、
多

く
の
ネ
タ
を
お
持
ち
と
思
う
の
で
、
お
互
い
に
出
し
合

っ
て

「誤
解
」
を
解
く

作
業
を
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
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二
　
古
代
西
ア
ジ
ア

・
地
中
海
世
界

（１
）
語
族
と
は
何
か
。

あ
る
学
習
参
考
書
を
読
ん
で
い
た
ら
、
「
山
岳
民
族
の
移
動
―
―
印
欧
語
族

を
中
心
に
、
馬
と
戦
車
を
駆
使
し
て
オ
リ
エ
ン
ト
各
地
に
侵
入
」
と
い
う
表
現

が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
正
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
語
族
と
は
な
ん
な
の
か
。
教
科
書
を
調
べ
て
み
た
。
「
同
系
統
の
言

語
グ
ル
ー
プ
、
な
い
し
そ
れ
ら
を
話
す
人
々
の
集
団
を
語
族
と
よ
ぶ
」

（山
川

出
版
社

『詳
説
世
界
史
』
二
〇
頁
。
二
〇
〇
三
年
発
行
）
。

「
こ
れ
ら
の
諸
言
語
は
、
文
法
上
の
特
徴
な
ど
か
ら
い
く

つ
か
の
集
団
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
集
団
を
語
族
と
い
う
。
語
族
は
、
人

間
集
団
を
分
類
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
（三
省
堂

『世
界
史
Ｂ
』
六
頁
。
二
〇
〇
三
年
検
定
済
み
）
。

「
語
族
と
は
、
同

一
の
祖
語
か
ら
派
生
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
言
語
の
グ

ル
ー
プ
を
い
う
」

（帝
国
書
院

『新
編
高
等
世
界
史
Ｂ
』
九
頁
。
二
〇
〇
三
）
。

帝
国
書
院
を
除

い
て
語
族
を

「
人
間
集
団
」
の
意
味
で
も
使

っ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
辞
典
類
に
あ
た

っ
て
み
よ
う
。

「言
語
学
的
に
み
て
、　
一
つ
の
源
と
な
る
言
語
か
ら
分
化
し
た
と
想
定
さ
れ

る
言
語
群
」

（
『平
凡
社
大
百
科
事
典
』
）
。

「貯
日
置
く
ｏ
い
一営
”
ｃ
”
”
の
∽
（英
）
比
較
言
語
学
に
お
い
て
異
な
る
言
語
間
の

類
似
や

一
致
に
つ
い
て
音
韻
、
文
法
、
語
彙
に
対
応
が
認
め
ら
れ
、
親
縁
関
係

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
言
語
は
共
通
の
祖
語
か
ら
派
生
し
た
同

系
の
言
語
と
み
な
し
、
こ
れ
を
語
族
と
い
う
」

（角
川

『世
界
史
辞
典
』
二
〇

〇

一
年
発
行
）
。

「言
語
学
上
で
は
、
同

一
起
源
の
言
語
か
ら
分
か
れ
て
発
達
し
た
言
語
の

一

群
を
い
う
。
歴
史
学
な
ど
で
は
、
同
系
統
の
言
語
を
話
す
人
間
集
団
と
い
う
意

味
で
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ー

パ
系
、
セ
ム
系
な
ど
と
表
す
こ
と
が
あ
る
」

（全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編

『新
課
程
用
世
界
史
Ｂ
用
語
集
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
発
行
）
。

こ
の
あ
た
り
が
妥
当
な
表
現
と
い
え
よ
う
か
。
つ
ま
り
、
語
族
と
は
本
来
は

言
語
学
上
の
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
を
人
間
集
団
に
援
用
す
る
の
は
歴
史
学
者
の

誤
用
か
ら
生
じ
た
の
で
あ

っ
た
。
正
確
に
は
、
「～
語
族
に
属
す
る
言
語
を
話

す
人
々
」
と
表
現
す
べ
き
だ
ろ
う
。

次
に

「
山
岳
民
族
の
中
心
が
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
民
族
」
と
い
う
の
も

正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
少
し
長
い
が
、
次
の
論
文
を
紹
介
し
て
お
く
。

「
高
校
教
科
書

〈世
界
史
Ｂ
〉
に
は
、
古
代
オ
リ

エ
ン
ト
の
単
元
で
イ
ン

ド

・
ョ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
民
族
移
動
と
そ
の
歴
史
的
役
割
を
こ
と
さ
ら
強
調
す

る
傾
向
が
目
立

つ
。

（中
略
）
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
系
民
族
の
移
動
や
彼
ら

に
よ
る
馬
と
戦
車
の
使
用
を
こ
と
さ
ら
重
視
す
る
前
二
千
年
紀
の
西
ア
ジ
ア
の

歴
史
記
述
は
、
五
〇
年
以
上
も
前
の
ド
イ
ツ

・
ナ
チ
ス
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
す
り
寄

っ
た
歴
史
理
解
を
反
映
し
こ
そ
す
れ

（中
略
）
、
そ
う
し
た
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
た
戦
後

の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な

い
。

ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
な
ど
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
語
族
の
言
語
を
除
け
ば

（
フ
リ
語

や
カ
ッ
シ
ー
ト
語
は
非
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
言
語
）
、
古
代
西
ア
ジ
ア
に
お

け
る

「イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
系
民
族
」
の
活
動
の

「証
左
」
は
基
本
的
に
神

名
と
個
々
の
単
語
だ
け
で
あ
る

（中
略
）
。
と
く
に
後
者

（バ
”
ヨ
日
の
口
〓
仁
σ
①
【）

は
、
ミ
タ
ン
ニ
王
国
の
支
配
層
が
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
系
民
族
で
あ

っ
た
こ

と
の
証
拠
と
さ
れ
た

マ
リ
ヤ
ン
ネ

（「戦
士
層
」
）
―

‐
ア
ッ
カ
ド
語
形

マ
リ
ヤ

ン
ヌ
ー
ー
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
語
起
源
説
に
重
大
な
疑
義
を
呈
し
て
い
る
」

（
『岩
波
講
座
世
界
歴
史
ニ
　
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
』
月
本
昭
男
論
文
二
六
八
頁
、

一
九
九
八
年
発
行
）
。
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（２
）
ミ
ケ
ー
ネ
文
明
を
減
ば
し
た
の
は
だ
れ
か
。

「海
の
民
な
ど
の
移
動
の
な
か
、
ド
ー
リ
ア
人
の
南
下
で
ミ
ケ
ー
ネ
文
明
が

崩
壊
し
た
」
と
い
う
表
現
は
正
し
い
だ
ろ
う
か
。
十
年
前
の
教
科
書
を
み
よ
う
。

「
（ミ
ケ
ー
ネ
文
明
は
）
前

一
〇
〇
〇
年
ご
ろ
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
別
の

一
派
で
あ

る
ド
ー
リ
ア
人
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
」
（
『三
省
堂
世
界
史
Ｂ
』
平
成
六
年
文

部
省
検
定
済

一
九
頁
）
。

「前

一
二
〇
〇
年
ご
ろ
、
東
地
中
海

一
帯
に
民
族
移
動
の
波
が
襲

っ
た
。
ミ

ケ
ー
ネ
文
明
も
、
こ
の

一
環
と
し
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
人

（ド
ー
リ

ス
人
の
第
二
次
南
下
に
よ

っ
て
最
終
的
に
崩
壊
し
た
」

（清
水
書
院

『詳
解
世

界
史
Ｂ
』
平
成
六
年
文
部
省
検
定
済
二
五
頁
）
。

し
か
し
、
中
央
公
論
社
の
新
し
い
世
界
史
シ
リ
ー
ズ
や
新
し
い
岩
波
講
座
世

界
歴
史
の
記
述
を
受
け
て
、
教
科
書
も
書
き
換
え
ら
れ
た
。

「前

一
二
世
紀
に

《
海
の
民
》
な
ど
の
外
敵
の
侵
入
を
受
け
て
、
各
地
の
王

宮
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
破
壊
さ
れ
、
ミ
ケ
ー
ネ
文
明
は
崩
壊
し
た
。
ミ
ケ
ー
ネ
文
明

が
滅
び
た
あ
と
の
バ
ル
カ
ン
半
島
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の

一
派
で
あ
る
ド
ー
リ

ア
人
が
南
下
し
て
定
住
し
、
先
住
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
エ
ー
ゲ
海
の
島
々
や
小
ア

ジ
ア
西
岸
に
も
移
住
し
た
」
（三
省
堂

『世
界
史
Ｂ
』

一
八
頁
。
二
〇
〇
三
）
。

「貢
納
王
政
の
衰
退
や
気
候
変
動
、
外
敵
の
侵
入

（こ
の
外
敵
が
、
同
じ
こ

ろ
東
地
中
海

一
帯
を
お
そ

っ
た
系
統
不
明
の
民
族

《
海
の
民
》
で
あ

っ
た
と
い

う
説
も
あ
る
）
な
ど
複
数
の
原
因
に
よ
る
も
の
ら
し
い
が
、
減
亡
の
は

っ
き
り

し
た
事
情
は
不
明
で
あ
る
」

（山
川
出
版
社

『詳
説
世
界
史
』
三
三
頁
。
二
〇

〇
三
）
。

な
お
、
「海
の
民
」
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
侵
攻
し
た
人
々
に
エ
ジ
プ
ト
人
が
つ
け

た
名
で
あ
る
が
、
彼
等
は
ギ
リ
シ
ア
本
土
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

ミ
ケ
ー
ネ

（ミ
ュ
ケ
ナ
イ
）
文
明
の
崩
壊
の
原
因
は
、
ま
だ
不
明
と
い
え
よ
う
。

（３
）
フ
ラ
ワ
フ
ル
の
話

「
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
浮
き
彫
り
に
あ
る
有
翼
円
盤
は
、
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
の

善
の
神
ア
フ
ラ

・
マ
ズ
ダ
の
像
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
、
以
前
の
図
表
な
ど

に
は
載

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

「
一
九
世
紀
以
来
、
こ
れ
は
ベ
ル
シ
ア
人
の
神
で
あ
る
ア
フ
ラ

。
マ
ズ
ダ
ー

を
描
い
て
い
る
と
解
釈
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の

史
科
に
は
、
こ
の
図
像
が
ア
フ
ラ

。
マ
ズ
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な
も

の
は

一
切
な
い
。
（中
略
）
（現
在
の
）
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、
先
祖
の
霊
で

あ
る
フ
ラ
ワ
フ
ル
と
呼
ぶ
こ
と
が
多

い
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
ペ
ル
シ
ア
人
は
寺
院

も
建
て
ず
神
像
も
も
た
な
い
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ア
ヶ
メ
ネ
ス

朝
初
期
に
ア
フ
ラ

・
マ
ズ
ダ
ー
の
姿
が
描
か
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
」

（山
本
由
美
子
他
著

『世
界
の
歴
史
四
、
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
発
展
』

中
央
公
論
社
、　
一
九
八
七
年
発
行

一
四
二
頁
～

一
四
三
頁
）
。

な
お
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
成
立
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
の
説
は
、

「前
七
世
紀
頃
」
（
『山
川
世
界
史
小
辞
典
改
訂
新
版
』
二
〇
〇
四
年
発
行
）
で

あ

っ
た
。
最
近
は
、
よ
り
古

い
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
「年
代
不
詳

（前

二
千
年
紀
後
半
説
か
ら
、
前
七
、
六
世
紀
説
ま
で
あ
る
）
」
（角
川

『世
界
史
辞

典
』
二
〇
〇

一
年
発
行
）
や
、
「前

一
二
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
」

（中
央
公
論
社
、

前
掲
書
三
六
二
頁
）
と
す
る
説
が
あ
る
。

（４
）
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
騎
兵
に
つ
い
て

「貴
族
が
平
民
に
対
し
て
軍
事
的
優
位
を
も

っ
て
い
た
の
は
、
彼
等
が
騎
兵

だ

つ
た
か
ら
」
と
い
う
記
述
を
ま
だ
散
見
す
る
が
、
そ
れ
は
か
な
り
以
前
に
否

定
さ
れ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
鐙
が
ま
だ
発
明
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か

ら
、
自
由
に
の
り
こ
な
し
、
馬
上
か
ら
敵
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ

っ
た
。

重
装
歩
兵
軍
は
当
初
は
平
民
の
軍
隊
で
は
な
く
貴
族
が
中
心
で
、
貴
族
は
馬
に
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の
っ
て
戦
場
に
お
も
む
き
、
そ
こ
で
従
者
に
手
綱
を
あ
ず
け
て
重
装
歩
兵
と
し

て
戦

っ
た
の
で
あ
る

（伊
藤
貞
夫

『世
界
の
歴
史
二
』
講
談
社
、　
一
九
七
六
）
。

（
５
）
表
記
の
問
題

英
語
表
記
そ
の
ま
ま
の
時
代
は
過
ぎ
て
、
現
地
の
表
記
、
そ
の
時
代
の
発
音

に
従
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
ど
こ
ま
で
慣
用
に
従
う
の
か

が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
最
近
の
表
記
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
ハ
カ
ー
マ
ニ
シ
ュ
朝
。
ダ
ー
ラ
ヤ
ワ
ウ

一
世
。
パ
ー
ル
サ
。
」

（
『岩
波
講
座
世
界
歴
史
二
』
川
瀬
豊
子
論
文
三
〇

一
頁
、　
一
九
九
八
年
）

こ
こ
で
は
英
語
風
表
記

（
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
、
ダ
リ
ウ
ス

一
世
）
は
お
ろ
か
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
語
風
表
記

（
ァ
ヵ
イ
メ
ネ
ス
朝
、
ダ
レ
イ
オ
ス

一
世
、
ベ
ル
シ

ア
）
も
使

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
方
向
が
強
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

（６
）
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
派
と
三
位

一
体
説
の
話

「
（三
位

一
体
説
は
）
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
が
主
張
し
、

二
ヶ
ｌ
ア
宗
教
会
議
で
正

統
教
義
と
な
る
」
と
い
う
表
現
が
散
見
さ
れ
る
が
、
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
が
三
位

一

体
説
を
唱
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

「
（
ニ
ケ
ア
教
会
会
議
で
は
）

ニ
ケ
ア
信
条
が
採
択
さ
れ
、
父
な
る
神
と
子
な

る
キ
リ
ス
ト
の
同
質
を
確
認
し
、
類
似
本
質
を
主
張
す
る
ア
リ
ウ
ス
を
追
放
に

処
し
た
」
。
（前
掲
山
川
小
辞
典
）

「
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
て
自
ら
も
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
が
地
上
を
去

っ
た
後
、

罪
や
死
や
律
法
か
ら
人
類
を
救
い
、信
者
に
信
仰
と
心
の
平
和
を
与
え
る
の
は
、

聖
霊
と
い
う
形
で
信
者
の
心
に
宿
る
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

（中

略
）
（聖
霊
を
め
ぐ
る
）
こ
の
紛
糾
を
最
終
的
に
解
決
し
た
の
が
、
テ
オ
ド
シ

ウ
ス
帝
に
よ

っ
て
三
八

一
年
に
召
集
さ
れ
た
第

一
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

公
会
議
で
あ

っ
た
。
こ
の
会
議
に
よ
っ
て
、
聖
霊
の
神
牲
は
認
め
ら
れ
、
神
は

自
ら
を
同
時
に
、
父
と
子
と
聖
霊
な
る
三
つ
の
位
格

（
ペ
ル
ソ
ナ
）
の
中
に
示

す

一
つ
の
神
と
宣
言
さ
れ
た
」
。
（今
野
国
雄
他
著

『キ
リ
ス
ト
教
史
Ｉ
』
山
川

出
版
社

一
九
七
七
年
発
行

一
九
九
頁
）

こ
れ
ら
か
ら
、
最
近
の
教
科
書
で
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

「
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
の
説
は
の
ち
に
三
位

一
体
説
に
発
展
し
た
」
（前
掲
三
省
堂

教
科
書
）
。
「
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
の
説
は
の
ち
三
位

一
体
説
と
し
て
確
立
さ
れ
、
正

統
教
義
の
根
本
と
な

っ
た
」
（前
掲
山
川

『詳
説
世
界
史
Ｂ
』
）
。

三
　
南
ア
ジ
ア

・
東
南
ア
ジ
ア
せ
界

（１
）
小
乗
仏
教
と
上
座
部
仏
教
の
話

「小
乗
仏
教
＝
上
座
部

（上
座
）
仏
教

＝
南
伝
仏
教
」
と
す
る
表
現
が
用
語

集
な
ど
で
み
ら
れ
る
。
イ
コ
ー
ル
で
つ
な
い
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
時
代
ま
で
に
仏
教
教
団
が
イ
ン
ド
各
地
に
進
出
、
定
着

し
っ
っ
ぁ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
（中
略
）
部
派
分
裂
が
お
こ
っ
た
の

ち
も
上
座
部
系
の
分
別
部
は
強
力
で
、
こ
の
系
統
の
仏
教
が
こ
の
時
代
前
後
よ

り
遠
く
セ
イ
ロ
ン
に
ま
で
教
線
を
伸
ば
し
て
南
方
上
座
部
と
い
う
部
派
と
し
て

定
着
し
、
現
在
の
南
方
仏
教
の
基
礎
を
築
い
て
い
る
。
彼
ら
が
西
イ
ン
ド
方
言

を
も
と
に
し
て
作

っ
た
聖
典
語
が
パ
ー
リ
語
で
あ
り
、
南
方
上
座
部
は
パ
ー
リ

語
の
文
献
群
を
伝
承
し
て
い
る
」

（奈
良
康
明
著

『仏
教
史
Ｉ
』
山
川
出
版
社

一
九
七
九
年
発
行

一
七
八
頁
）
。

「小
乗
」
は
大
乗
仏
教
側
が
、
そ
れ
ま
で
の
部
派
仏
教
全
体
を
貶
め
た
表
現

で
あ
る
。
そ
し
て
部
派
仏
教
の
う
ち
上
座
部
の
分
別
部
が
南
伝
仏
教
と
な
る
。

北
伝
し
た
上
座
部

（説

一
切
有
部
）
も
あ

つ
た
の
で
、
「
小
乗
仏
教

＝
上
座
部

仏
教

――
南
伝
仏
教
」
の
よ
う
に
、
イ
コ
ー
ル
で
つ
な
ぐ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

つ
ま
り
、
上
座
部
仏
教
は
小
乗
仏
教

（部
派
仏
教
）
の

一
部
で
あ
り
、
南
伝
仏

教
は
上
座
部
仏
教
の

一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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（２
）
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
と
タ
イ
人
王
朝
の
建
国
の
関
係
に
つ
い
て

「
一
三
世
紀
、
モ
ン
ゴ
ル
の
雲
南

（大
理
国
）
侵
入
に
よ
り
南
下
し
た
タ
イ

族
が
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
中
流
域
に
ス
コ
ー
タ
イ
朝
を
建
国
し
た
」
と
い
う
表

現
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
の
論
文
を
み
て
み
よ
う
。

「
元
朝
の
雲
南
征
服
に
よ
リ
タ
イ
族
が
大
量
に
南
下
し
モ
ン
人

・
ク
メ
ー
ル

人
を

一
挙
に
排
除
し
た
と
い
う
見
方
は
も
は
や
成
り
立
た
な
い
。
元
冠
の
イ
ン

パ
ク
ト
を
セ
デ
ス

（
フ
ラ
ン
ス
の
東
南
ア
ジ
ア
史
家
）
が
過
大
評
価
し
て
き
た

こ
と
が
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
」
（岩
波
講
座

『東
南
ア
ジ
ア
史
二
』
二
〇
〇

一
年

一
八
頁
。
石
澤
良
昭
論
文
）
。

（３
）
ス
コ
ー
タ
イ
朝
と
ア
ュ
タ
ヤ
朝
の
関
係
に
つ
い
て

「
ス
コ
ー
タ
イ
朝
を
滅
ぼ
し
て
ア
ュ
タ
ヤ
朝
が
建
国
さ
れ
た
」
と
い
う
誤
解

を
私
も
し
て
い
た
。
実
は
、
両
者
の
併
存
期
間
も
長
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ス

コ
ー
タ
イ
朝
が
ア
ユ
タ
ヤ
朝
に
併
合
さ
れ
た
の
は

一
四
三
八
年
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
ユ
タ
ヤ
朝
の
成
立
年
代
は

一
三
五
〇
年
で
は
な
く

一
二
五

一
年
で
あ

っ
た
。

（４
）
パ
ガ
ン
朝
の
滅
亡
に
つ
い
て

「
（パ
ガ
ン
朝
）

一
〇
四
四
～

一
二
八
七
。　
一
三
世
紀
末
に
元
の
侵
入
を
受
け

滅
亡
し
た
」
と
い
う
の
は
、
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
総
会
の
講
演
を
し
て
く
だ

さ

っ
た
大
阪
大
学
の
桃
木
至
朗
先
生
の
『歴
史
的
世
界
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
』

（山
川
世
界
史
リ
ブ
レ
ツ
ト
）
に
も
、
パ
ガ
ン
朝

の
減
亡
は

一
二
人
七
年
と

あ

っ
た
の
で
お
尋
ね
し
た
ら
、
「滅
亡
年
代
は
不
明
と
す
べ
き
で
し
た
ね
」
と

の
こ
と
。

「
パ
ガ
ン
は

（元
か
ら
の
入
貢

・
臣
従
の
）
要
求
を
拒
絶
し
た
た
め

一
二
七

七
年
か
ら
八
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
四
回
も
元
の
征
討
を
被
る
は
め
と
な

っ

た
。
結
局
、
パ
ガ
ン
の
王
権
は
元
に
隷
属
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
か
ろ
う
じ
て
そ

の
存
続
を
認
め
ら
れ
た
が
、
政
治
の
実
権
は
東
部
山
地
か
ら
進
出
し
て
き
た
新

興
勢
力
の
シ
ャ
ン
族
の
手
に
奪
わ
れ
、
九
九
年
に
王
朝
は
廃
絶
さ
れ
消
滅
し
た
」

（前
掲
、
平
凡
社
百
科
事
典
）
。

岩
波
前
掲
書
の
大
野
徹
論
文

『パ
ガ
ン
の
歴
史
』
や
、
石
井
米
雄
他
編

『世

界
各
国
史
五
　
東
南
ア
ジ
ア
史
①
』

（山
川
出
版
社

一
九
九
九
年
、
伊
東
利
勝

論
文
）
で
も
、　
一
二
人
七
年
に
元
に
よ

っ
て
滅
亡
し
た
と
は
書

い
て
い
な
い
。

シ
ャ
ン
族

つ
ま
リ
タ
イ
人
に
よ
り
実
権
が
奪
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

（
５
）
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
に
つ
い
て

「
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
ベ
ン
ガ
ル
太
守
と
結
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
を
プ

ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
で
撃
破
し
、
フ
ラ
ン
ス
勢
力
を
イ
ン
ド
か
ら
駆
逐
し
た
」
と

い
う
表
現
が
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
戦
い
の
実
像
は
ど
う
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
砲
兵
隊
が
砲
撃
に
参
加
は
し
た
も
の
の
、
砲
撃
戦
を

終
え
て
イ
ギ
リ
ス
軍
の
小
部
隊
が
突
撃
す
る
と
、
ベ
ン
ガ
ル
太
守
軍
は
潰
走
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
と
密
約
を
結
ん
で
い
た
前
太
守
の
義
理
の
兄
は
全
く
動
か
な

か

っ
た
。
「
要
す
る
に
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦

い
は
、　
一
応
戦
闘
と

い
う
形
式
は

と

っ
た
も
の
の
、
そ
こ
に
は
武
勇
の
か
け
ら
も
見
出
だ
す
こ
と
の
で
き
な
い
戦

い
で
あ

っ
た
。
そ
の
実
態
は
宮
廷
ク
ー
デ
タ
だ

っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」

（中
里
成
章
他
者

『世
界
の
歴
史

一
四
』
中
央
公
論
社
）
。

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
対
立
ば
か
り
を
み
て
い
る
と
、
イ
ン
ド
人
内
部
の

抗
争
の
理
解
が
不
十
分
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
争
奪
が
繰
り
返
さ
れ
た

の
ち
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
シ
ャ
ン
デ
ル
ナ
ゴ
ル
と
ポ
ン
デ
イ
シ
エ
リ
を

一
九
五
四

年
ま
で
保
持
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
勢
力
は
イ
ン
ド
か
ら
駆
逐
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（６
）
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
に
つ
い
て

「
四
つ
の
ヴ
ァ
ル
ナ
が
複
雑
化
し
て
多
く
の
ジ
ャ
ー
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
」

と
い
う
理
解
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
東
京
外
語
大
学
の
栗

屋
利
江
先
生
の

『イ
ギ
リ
ス
支
配
と
イ
ン
ド
社
会
』

（山
川
世
界
史
リ
ブ
レ
ツ
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卜
）
の
次
の
文
章
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
支
配
の
も
と
で
の
宗
教

と
カ
ー
ス
ト
の
再
生
産
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
「イ
ギ
リ
ス
支
配
が
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
今
日
の

《
カ
ー
ス
ト
》

《
宗
教
》
状
況
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
う

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
日
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る

《
カ
ー
ス

ト
》
的

《宗
教
》
的
な
諸
現
象
を
、
イ
ン
ド
古
来
か
ら
の

《遺
制
》
、

《残
留

物
》
と
短
絡
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
ご
く
近
い
過
去
…

《
近
代
》
…
に

再
構
成
さ
れ
、
ま
た
今
現
在
も
再
構
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
に
も
の
か
で
あ
る
、

と
い
う
認
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」

四
　
東
ア
ジ
ア
世
界

（
１
）
「外
戚
」
と
は
何
か

国
語
辞
典
で
は
、
「
母
方
の
親
類
」
（広
辞
苑
、
日
本
国
語
大
辞
典
）
と
あ
り
、

父
方
の
親
戚
は

「内
戚
」
と
い
う
。
配
偶
者
の
血
族
は

「姻
族
」
ま
た
は

「姻

戚
」
と
い
う
。

し
か
し
、
諸
橋
轍
次
の
大
漢
和
字
典
で
は
、
「皇
后
の
身
う
ち
。
ま
た
母
方

の
身
う
ち
」
と
あ
り
、
姻
族
と
外
戚
を
ご

っ
ち
や
に
し
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ツ

を
た
ど

つ
て
み
た
ら
、
な
ん
と
中
国
に
あ

っ
た
。
『史
記
』
に

「外
戚
世
家
」

が
あ
り
、
『漢
書
』
に
は

「外
戚
伝
」
が
あ

っ
て
、
皇
后
や
夫
人
お
よ
び
そ
の

一
族
の
こ
と
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
日
本
の
用
法
と
の

違
い
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（２
）
「蘇
湖

（江
浙
）
熟
す
れ
ば
天
下
足
る
」
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
「
一
〇
世
紀
前
後
か
ら
太
湖

・
長
江
下
流
域
の
デ
ル
タ

地
帯
が
米
作
の
中
心
と
な
り
、
中
国
経
済

。
国
家
財
政
の
重
要
地
と
な

っ
た
こ

と
を
示
す
言
葉
」

（実
教
）
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
言
葉
を
批
判
な
し
に
使
用
し

て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

「高
谷
シ
ョ
ッ
ク
」
を
紹
介
し
て
お
く
。

「
こ
う
し
た
通
説
的
理
解
に
対
し
て
最
初
に
疑
間
を
投
げ
か
け
た
の
は
、
（中

略
）
高
谷
好

一
で
あ

つ
た
。
（中
略
）
牙
田
に
お
け
る
堤
は
自
然
堤
防
に
す
ぎ

ず
、
囲
田
地
帯
の
ク
リ
ー
ク
は
水
利
の
た
め
で
は
な
く
漕
運
の
た
め
の
も
の
で

は
な
い
か
、
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
高
谷
に
よ
れ
ば
、
牙
田
や
囲
田

に
お
け
る
稲
作
は
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
違

っ
て
か
な
り
粗
放
的
な
も
の
で
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
高
谷
は
さ
ら
に
、
宋
代
の
稲
作
の
先
進

地
帯
は
デ
ル
タ
地
域
で
は
な
く
、
多
く
の
支
流
が
山
間
部
か
ら
流
れ
で
る
所
に

形
成
さ
れ
る
支
谷
平
野
地
域
で
は
な
か

っ
た
か
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

（中
略
）
以
上
紹
介
し
た
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、
華
北
の
畑
作
か
ら
江
南
の

稲
作

へ
の
中
国
農
業
の
重
心
の
移
動
と
い
う
大
枠
は
動
か
な
い
も
の
の
、
江
南

稲
作
の
発
展
は
二
つ
の
段
階
を

へ
た
と
見
る
ほ
う
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
末
代
の
支
谷
平
野
を
中
心
と
す
る
稲
作
の
段
階
と
、
明
代
以
降
の
デ
ル
タ

を
中
心
と
す
る
稲
作
の
段
階
で
あ
る
」
（『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る

［六
］
長
期
社

会
変
動
』
東
京
大
学
出
版
会
宮
嶋
博
史
論
文

「東
ア
ジ
ア
小
農
社
会
の
形
成
」

一
九
九
四
）
。

（３
）
両
税
法
と

一
条
鞭
法
に
つ
い
て

「唐
以
来
の
両
税
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
い
税
法
と
し
て
、
明
代
に

一
条
鞭

法
が
施
行
さ
れ
た
」
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
（両
税
法
は
）
金
元
以
後
、
時
代
に
よ

つ
て
田
賦
課
徴
の
方
法
は
改
革
変
遷

が
あ
り
、
両
税
の
名
も
し
だ
い
に
用
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
が
、
田
畝
に
応
じ
て

夏
秋
に
両
徴
す
る
基
本
線
だ
け
は
動
か
ず
、
そ
の
意
味
で
長
く
中
国
の
税
法
に

影
響
を
残
し
た
も
の
と

い
え
る
」
「
（
一
条
鞭
法
は
）
従
来
個
別
的
に
割
当
て
、

徴
収
さ
れ
て
い
た
賦

・
役
を

一
括
し
て
合
併
徴
収
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
い

わ
ば
徴
税
技
術
面
に
お
け
る
改
革
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

（平
凡
社

『
ア
ジ
ア
歴

史
事
典
』

一
九
七
四
年
初
版
第
六
刷
）
。

つ
ま
り
、
両
税
法
は
廃
止
さ
れ
た
の
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で
は
な
く
、
徴
税
技
術
の
改
革
が

一
条
鞭
法
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

（４
）
「満
州

（満
洲
）
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て

ヌ
ル
ハ
チ
が
傾
倒
し
て
い
た
文
殊
信
仰
に
ち
な
ん
で
女
真
族
か
ら
改
称
し
た

も
の
で
、
本
来
は
民
族
名
で
あ

っ
た
。
角
川

『世
界
史
辞
典
』
で
は
、
「満
洲
」

の
項
に

《
民
族
》

《
地
名
》

の
両
者
が
あ
る
。
《
地
名
》
の
項
の
後
半
に
は

「
一
九
世
紀
に
入

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
東
北
地
方
北
部
を
〓
営
０
ぎ

ユ
”
と
よ

ぶ
よ
う
に
な
り
日
本
に
も
伝
わ

っ
た
。
清
末
以
降
東
北
地
方
全
体
を
さ
す
呼
称

と
し
て
、
列
強
に
よ
り
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
中
国
人
は
東
三
省
あ
る

い
は
東
北
と
よ
ん
だ
」
と
あ
る
。
日
本
人
が
、
無
反
省
に

「満
州
地
方
」
な
ど

と
使
う
と
、
「摩
擦
」
の
原
因
に
な
り
か
ね
な
い
。

（５
）
「
長
江
＝
揚
子
江
」
な
の
だ
ろ
う
か

地
理
を
久
し
振
り
に
担
当
し
て
、
現
在
の
地
図
帳
に
も

「長
江

（揚
子
江
）

の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
。
長
江
の
別
名
が
揚
子
江
な
の

だ
ろ
う
か
。
『
コ
ン
サ
イ
ス
地
名
辞
典
外
国
編
』

（三
省
堂
、　
一
九
七
七
）
の

「揚
子
江
」
の
項
に
よ
る
と

「揚
子
江
の
名
は
、
河
口
に
近

い
揚
州
付
近
の
局

地
的
名
称
で
あ

っ
た
も
の
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
全
体
の
名
称
と
し
て
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
、
明
治
以
後
の
日
本
に
も
こ
れ
が
慣
用
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
の
と
い
わ

れ
る
」
と
あ
る
。
あ
る
中
国
人
に
き
い
た
ら
、
「
長
江
を
揚
子
江
な
ん
て
言
わ

な
い
よ
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
地
名
は
慣
用
が
原
則
の
よ
う
だ
が
、
そ
ろ
そ

ろ
慣
用
を
変
え
る
べ
き
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

（
１
）
「
フ
ス
タ
ー
ト
＝
カ
イ
ロ
」
に
つ
い
て
。

「
カ
イ
ロ
は
六
四
二
年
に
ミ
ス
ル
の
フ
ス
タ
ー
ト
と
し
て
建
設
さ
れ
た
」
と

い
う
記
述
を
み
か
け
る
が
、
フ
ス
タ
ー
ト
は
、
現
在
廃
墟
と
な

っ
て
い
る
遺
跡

に
す
ぎ
な
い
ｃ

（２
）
オ
マ
ル

・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
に
つ
い
て

一
九
世
紀
な
か
ば
、
フ
イ
ツ
ツ
ジ

ェ
ラ
ル
ド
の
英
訳
で
有
名
に
な

っ
た
が
、

最
近
の
説
で
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
。

「原
典
の

『
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
』
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
他
の
詩
人
の
品

が
混
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
者
も
あ

っ
て
確
定
が
難
し

く
、
現
在
で
も
決
着
を
み
て
い
な
い
。
」
（角
川
辞
典
）

「今
で
は
こ
の
作
品
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ

つ
て
オ

マ
ル
が
書

い
た
詩
は
ほ

と
ん
ど
、
あ
る
い
は
ま

っ
た
く
入

っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
」
（岩
波

・
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ

『世
界
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、　
一
九
九
七
）

（３
）
ア
リ
バ
バ
と
ア
ラ
ジ
ン
の
物
語
に
つ
い
て

今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
を
見
て
思
い
出
し
た
の
で
ひ
と
こ
と
。

「
（千
夜

一
夜
物
語
は
）

一
八
世
紀
初
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ラ
ン
が
初
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
て
以
来
、
世
界
文
学
の
名
作
の

一
つ
と
な

っ
た
。
ガ
ラ

ン
は
ア
ラ
ジ
ン
や
ア
リ

ｏ
バ
バ
ど
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
に
な
い
話
も
加
え
た
が
、

日
本
で
は
こ
れ
ら
が
最
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
」

（平
几
社
大
百
科
事

典
、
前
嶋
信
次
に
よ
る
）

（４
）
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
性
格
に
つ
い
て

「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
は
、
サ
サ
ン
朝
滅
亡
以
来
八
五
〇
年
ぶ
り
に
現
れ
た
イ

ン
の
民
族
王
朝
で
あ
る
」
と
教
え
て
き
た
も
の
だ

っ
た
。
『岩
波
講
座
世
界
史

一
四
』
三
六
～
三
七
頁
羽
田
正
論
文
を
読
む
と
、
そ
れ
が
誤
解
だ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
は
シ
ャ
ー
を
名
乗
ら

た
が
、
ム
ハ
ン
マ
ド

一
族
の
子
孫
と
自
称
し
て
い
た
。
支
配
層
も
初
め
は
ト
ル
コ
系
遊
牧
部
族
で
、

と
て
も

「イ
ラ
ン
の
民
族
王
朝
」
と
は
い
え
な
い
。
ま
さ
し
く

「多
民
族
国
家
」

だ

っ
た
の
で
あ
る
。
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（５
）
レ
バ
ン
ト
の
海
戦
の
意
義
に
つ
い
て

以
前
は
、
こ
の
敗
戦
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
衰
退
が
始
ま

っ
た
と
い
わ
れ
た

も
の
だ
。
し
か
し
、
「
こ
の
敗
北
は
オ
ス
マ
ン
側
に
と

っ
て
、
西
欧
側
が
想
像

し
た
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
（中
略
）
わ
ず
か
五
か
月
で
艦
隊
を

再
建
し
た
と
い
う
。
む
し
ろ
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
は
、
海
軍
史
を
語
る
う
え
で
別

の
重
要
性
を
も

つ
。
そ
れ
は
、
ガ
レ
ー
船
時
代
の
終
わ
り
と
カ
リ
ヨ
ン

（三
本

マ
ス
ト
の
大
型
軍
艦
。
六
〇
～

一
〇
〇
門
の
砲
を
搭
載
し
て
い
た
）
を
主
力
と

す
る
帆
船
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
」

（小
松
香
織

『オ
ス
マ
ン
帝
国
の
近
代
と
海
軍
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）

（６
）
「イ
ス
タ
ン
ブ
ル
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
か

「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
征
服
後
も
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は

《
コ
ス
タ

ン
テ
イ
ニ
ー
エ
》
と
い
う
名
称
が
二
〇
世
紀
に
い
た
る
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
征

服
後
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
改
称
し
た
と
い
う
事
実
は
な
い
が
、
研
究
上
は
便
宜

的
に
オ
ス
マ
ン
時
代
以
後
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
と
呼
ぶ
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
。

（林
佳
世
子

『オ
ス
マ
ン
帝
国
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、　
一
九
九
七
）

（７
）
「青
年
ト
ル
コ

（党
）」
と
い
う
組
織
の
実
態
は
な
に
か

「青
年
ト
ル
コ
（党
）
＝
《
統

一
と
進
歩
委
員
会
》
を
中
核
と
す
る
」
と
か
、

「統

一
と
進
歩
委
員
会

＝
青
年
ト
ル
コ
の
正
式
名
称
」
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
が
、

実
態
は
ど
う
だ

っ
た
ろ
う
か
。
永
田
雄
三
編

『世
界
各
国
史
九
、
西
ア
ジ
ア
史
Ⅱ
、

イ
ラ
ン

・
ト
ル
コ
』
に
よ
る
と
、
「青
年
ト
ル
コ
人
」
と
い
う
呼
称
は

「統

一
と

進
歩
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
い
て
反
専
制
運

動
を
し
て
い
た
す
べ
て
の
人
を
さ
す
総
称
で
あ

っ
た
。　
一
九
〇
二
年
パ
リ
で
第

一
回

「青
年
ト
ル
コ
人
」
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
〇
八
年
の

「
サ
ロ

ニ
カ
革
命
」
は
、
「統

一
と
進
歩
委
員
会
」
の
中
心
を
な
し
た
陸
軍
士
官
学
校
出

の
青
年
将
校
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
、
国
内
外
で
活
動
し
て
い
た

「青

年
ト
ル
コ
人
」
の
多
く
は
こ
れ
に
関
与
す
る
余
地
が
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

六
　
ョ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

（中
世
）

（１
）
「吟
遊
詩
人
」
に
つ
い
て

一吟
遊
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
各
地
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
平
凡

社
大
百
科
事
典
に
よ
る
と
、
「
《
吟
遊
詩
人
》
の
訳
が
あ
て
ら
れ
た
中
世
フ
ラ

ン
ス
の
ト
ル
バ
ド
ウ
ー
ル
は
、
放
浪
の
抒
情
詩
人
で
は
な
く
、
創
作
を
本
領
と

す
る
詩
人
兼
作
曲
家
で
あ
り
宮
廷
芸
術
家
で
あ
る
。
作
品
を
持
ち
歩
き
演
奏
し

た
旅
芸
人
は
、
ジ
ョ
ン
グ
ル
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（２
）
カ
ル
マ
ル
同
盟
の
立
役
者
マ
ル
グ
レ
ー
テ
の
地
位
に
つ
い
て

「女
王
」
と
し
た
本
が
め
だ

つ
が
、
彼
女
は
即
位
し
て
い
な
い
。

「
（前
略
）

一
三
七
五
年
の
父
王
ヴ
ア
ル
デ
マ
ー
四
世
の
死
後
、
政
治
的
手
腕

を
発
揮
、
翌
年

一
人
息
子
を
デ
ン
マ
ー
ク
王
位

（オ
ー
ル
フ
三
世
）
に
、
さ
ら

に
夫
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
ホ
ー
コ
ン
六
世
の
死
後
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
位

（オ
ー
ラ

ヴ
四
世
）
に
即
け
、
両
国
の
摂
政
と
な
る
。
八
七
年
オ
ー
ル
フ
の
急
死
後
、
姉

の
孫
エ
ー
リ
ク

・
ア

・
ポ
ン
メ
ル
ン
を
養
子
に
迎
え
、
九
六
年
ま
で
に
北
欧
三

国
個
別
の
王
と
し
た
。
そ
し
て
翌
年
連
合
王
の
地
位
に
即
か
せ
、
北
ド
イ
ツ
諸

侯
や
ハ
ン
ザ
同
盟
に
対
抗
す
る
カ
ル
マ
ル
連
合
を
実
現
し
、
死
に
至
る
ま
で
実

権
を
握

っ
た
。
」
（角
川
辞
典
）
。
実
質
的
な
女
王
で
は
あ

っ
た
。

七
　
ョ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

（近
世
）

（１
）
価
格
革
命
の
原
因
に
つ
い
て

「
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
銀
の
流
入
の
た
め
」
と
い
う
の
が
定
説
で
あ

っ
て
、
私

も
そ
の
よ
う
に
お
し
え
て
き
た
が
、
も
は
や
駄
目
の
よ
う
で
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
Ｅ
．
Ｊ
．
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、　
一
九
二
九
年
に
こ
の
仮
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説
を
立
証
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
テ
ー
ゼ
と
と
も
に
、
《
価

格
革
命
》
と

い
う
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
が

一
六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
及
ぼ
し
た

経
済
的
な
影
響
を
あ
ら
わ
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
す

つ
か
り
有
名
に
な

っ
た
。

（中
略
）

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
テ
ー
ゼ
は
、
今
日
で
は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。
か
り

に
対
象
を
ス
ペ
イ
ン
に
限
定
し
て
も
、
流
入
し
た
銀
の
量
と
、
ス
ペ
イ
ン
国
内

の
物
価
指
数
と
の
あ
い
だ
に
、
相
関
関
係
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（中

略
）
ア
メ
リ
カ
の
銀
の
流
入
が

《
犯
人
》
で
な
い
と
し
た
ら
、　
一
六
世
紀
の
長

期
的
な
イ
ン
フ
レ
の
真
犯
人
は
何
な
の
か
。
近
年
の
人
口
史
の
研
究
が
、
こ
の

犯
人
探
し
に
光
を
与
え
て
く
れ
た
。　
一
六
世
紀
の
コ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
急
激
な
人

口
増
加
の
時
代
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
を
除
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
、
ほ
ぼ
三
倍
の

八
五
〇
〇
万
に
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
」
（大
久
保
桂
子

『世
界
の
歴
史

一
七
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
開
花
』
中
央
公
論
社
）

「
（前
略
）
メ
キ
シ
ョ
、
ペ
ル
ー
か
ら
の
銀
の
流
入
が

一
因
と
さ
れ
る
が
、
土

地
と
食
料
が
特
に
激
し
く
騰
貴
し
た
事
実
か
ら
、
こ
の
時
代
の
急
激
な
人
口
増

加
が
よ
り
重
要
な
原
因
と
い
え
る
。
」
（角
川
辞
典
）

「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
銀
山
は

一
五
四
五
年
に
ポ
ト
シ
、
四
六
～
四
人

年
に
メ
キ
シ
ョ
で
発
見
さ
れ
、
本
格
的
に
発
掘
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
供
給
さ

れ
る
の
は

一
五
六
〇
年
以
降
で
あ

っ
た
。
（中
略
）

一
五
四
五
年
な
い
し
六
〇

年
よ
り
も
以
前
か
ら
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の

（小
麦
）
価
格
は
確
実
に
上
昇
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、　
一
六
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
銀
の
流
入
は
価
格
革
命
の
原
因
で
は
な

く
、
す
で
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
般
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

傾
向
を
さ
ら
に
継
続
し
補
強
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
『岩
波
講
座
世
界
歴
史

一
六
、

主
権
国
家
と
啓
蒙
』
近
藤
和
彦
論
文
）

（２
）
ゴ
イ
セ
ン
は

「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
新
教
徒
」
と
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か

そ
も
そ
も

「
ゴ
イ
セ
ン
」
と
い
う
表
記
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ヘ
ー
ゼ
ン
の
ド

イ
ツ
風
の
誤

っ
た
読
み
方

（ド
イ
ツ
語
な
ら
ゴ
イ
ゼ
ン
と
な
る
）
な
の
だ
そ
う

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
語
源
は
乞
食
で
あ
り
、
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
を
さ
し
て
は
お

ら
ず
、
オ
ラ
ニ
エ
公
ウ
イ
レ
ム
が
本
当
に
改
革
派
だ

っ
た
か
も
は

っ
き
り
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
（森
田
安

一
編

『新
版
世
界
各
国
史

一
四
、
ス
イ

ス

・
ベ
ネ
ル
ク
ス
史
』
山
川
出
版
社
　
三
四
三
頁
、
二
四
八
頁
）

（３
）
「
ア
ル
マ
ダ
の
海
戦
の
敗
北
で
ス
ペ
イ
ン
の
制
海
権
は
失
わ
れ
た
」
と

い
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か

「《
無
敵
艦
隊
》
の
名
は
後
世
イ
ギ
リ
ス
人
が
付
け
た
も
の
で
、
当
の
ス
ペ
イ

ン
で
は
単
に

《
大
艦
隊
》
と
呼
ば
れ
た
。
（中
略
）
従
来
、
《
大
艦
隊
》
の
敗
北
は

た
だ
ち
に
両
国
海
軍
の
地
位
の
逆
転
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際

に
は
フ
ェ
リ
ペ
は
二
年
間
で
海
軍
を
再
建

・
補
強
し
、
そ
の
結
果
、
海
戦
後
四

〇
年
間
は
ス
ペ
イ
ン
の
大
西
洋
支
配
は
不
動
だ

っ
た
」

（平
凡
社
大
百
科
事
典
）

（４
）
ナ
ン
ト
の

「勅
令
」
と
い
う
訳
語
に
つ
い
て

ア
ン
リ
四
世
も
ル
イ

一
四
世
も

「王
」
で
あ
り
、
皇
帝
と
王
は
、
中
国
で
も

西
洋
で
も
峻
別
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「王
令
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
最
近

よ
う
や
く

「王
令
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
ル
イ

一
四
世
の
い
わ

ゆ
る

「朕
は
国
家
な
り
」
と

い
う
訳
語
も
お
か
し
い
。

（５
）
「そ
れ
で
も
地
球
は
動
く
」
に
つ
い
て

「
《
そ
れ
で
も
地
球
は
回

っ
て
い
る
》
と
審
間
所
で
彼
が

つ
ぶ
や
い
た
と
い

う
記
録
は
な
く
て
、　
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ト
レ
ル
が
広
め
た
虚
構
な

ん
だ
け
ど
、
ど
ん
な
強
権
に
よ

っ
て
も
人
の
頭
や
心
の
中
ま
で
支
配
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
の
例
え
と
し
て
事
実
以
上
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
」
（米
原
万

里
、
二
〇
〇
五
年
八
月
二
三
日
毎
日
新
聞
夕
刊
）

（６
）
英
蘭
戦
争
の
勝
敗
に
つ
い
て

「
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
に
終
わ
り
、
海
上
覇
権
は
イ
ギ
リ
ス
に
移

っ
た
」
と
い
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わ
れ
て
き
た
が
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。

第

一
次
英
蘭
戦
争
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
軍
事
的
に
は
押
し
気
味
だ

っ
た
。
第

二
次
英
蘭
戦
争
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
緒
戦
を
有
利
に
戦

っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は

後
半
巻
き
返
し
、
北
ァ
メ
リ
カ
の
植
民
地
は
放
棄
し
た
も
の
の
、
「自
由
貿
易
、

自
由
航
行
」
の
原
則
を
認
め
さ
せ
た
。
第
三
次
英
蘭
戦
争
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
は

ル
イ

一
四
世
と
結
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
圧
勝
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
オ
ラ
ン
ダ

と
単
独
講
和
し
た
。
（山
川
前
掲
書

『各
国
史

一
四
』
参
照
）

と
い
う
わ
け
で
、
少
な
く
と
も

「
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
に
終
わ

っ
た
」
と
は
い

え
な
い
。
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
衰
退
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
と

つ
て
か
わ
ら
れ
た
原
因

は
な
ん
だ

つ
た
ろ
う
か
。
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
名
誉
革
命
に
よ
つ
て
同
君
連
合

に
な

っ
た
こ
と
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
実
は
不
利
に
影
響
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（７
）
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
マ
リ
ア

・
テ
レ
ジ
ア
の
地
位
に
つ
い
て

彼
女
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
マ
ル
グ
レ
ー
テ
を
思
い
出
さ
せ
る
が
、
「
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
の
領
土
」
は
継
承
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
大
公
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
女
王

ベ
ー
メ
ン
女
王
で
も
あ

っ
た
。　
一
七
四
五
年
、
夫
の
フ
ラ
ン
ツ
が
、
そ
の
死
後

は
息
子
の
コ
ー
ゼ
フ
が
皇
帝
に
即
位
し
た
。
彼
女
も

「実
質
的
女
帝
」
で
あ

つ
た
ｏ

八
　
ョ
ー
ロ
ッ
パ
世
界

（近
代
）

（
１
）
「
サ
ン
キ

ュ
ロ
ッ
ト
」
の
名
称
は
い
つ
か
ら
か

「
一
七
九
二
年
以
降
に
、
ま
ず
パ
リ
民
衆
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
始

め
、
や
が
て
他
の
都
市
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
他
の
都
市
で
は

パ
リ
に
お
け
る
ほ
ど
に
は

一
般
化
し
な
か

っ
た
」
（平
凡
社
大
百
科
事
典
）

（２
）
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
性
格
に
つ
い
て
。

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
は
、
「自
生
的
」
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
イ

ギ
リ
ス
の
歴
史
家
た
ち
の
な
か
に
は
、
「
産
業
革
命
」
そ
の
も
の
へ
の
疑
間
を

呈
し
て
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
あ
る
。
「市
民
革
命
」
と
同
じ
く
、
再
検
討
の

必
要
が
あ
る
歴
史
用
語
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

（３
）
「
一
般
工
場
法
」
の
制
定
に
尽
力
し
た
人
物
は
誰
か

ロ
バ
ー
ト

・
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
制
定
に
尽
力
し
た
の
は
、　
一
八

一
九
年
の
工
場
法

で
あ
り
、
一
八
三
三
年
の

一
般
工
場
法
は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー
卿
の
尽
力
に
よ
る
。

（
４
）
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の

「創
設
者
」
は
誰
か

バ
ー
ナ
ー
ド

・ヽ
シ
ヨ
ー
や
ウ
エ
ツ
ブ
夫
妻
が
協
会
に
加
わ

っ
た
の
は
、
無
名

の
若
者
た
ち
が
創
設
し
た
あ
と
で
あ

つ
た
。

九
　
現
代
の
世
界

（１
）
ィ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
と
シ
ン

・
フ
ェ
イ
ン
党
に
つ
い
て

シ
ン

・
フ
ェ
イ
ン
党
は
組
織
的
に
は
イ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
を
支
援
し
て
い
な

い
。
た
だ
、
の
ち
に
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
と
し
て
党
勢
を
拡
大
し
た
。

（２
）
「
ス
ベ
イ
ン
市
民
戦
争
」
と
い
う
訳
に
つ
い
て

先
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「新
日
曜
美
術
館
」
で
ダ
リ
を
と
り
あ
げ
た
な
か
で
使

っ
て

ぃ
た
。
ｏ
ュ
一
ヨ
“
『
は
、
「内
戦
、
内
乱
」
で
あ
る
。

で
は
、
《
↓
〓
の
ｏ
〓
【
く
”
『》
を
日
本
で
は
何
と
訳
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

（３
）
「長
征
」
の
到
達
地
は
ど
こ
か
。

「
（前
略
）
映
西
省
北
部
の
根
拠
地
を
め
ざ
し
、
十
月
に
陳
北
の
呉
起
鎮
に
到

着
し
た
ｃ
の
ち
、
延
安
を
党
中
央
の
所
在
地
と
し

（後
略
）
」

（狭
間
直
樹

『世

界
の
歴
史
二
七
、
自
立

へ
向
か
う
ア
ジ
ア
』
中
央
公
論
社
）

（４
）
「
八

・
一
宣
言
」
を
出
し
た
の
は
誰
か

中
国
共
産
党
に
は
違

い
な
い
が
、
「長
征
途
中
の
毛
沢
東
」
で
は
な
い
。

現
代
史
に
は
、
ソ
連
崩
壊
に
と
も
な

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
事
実
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
フ
オ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。
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